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 そこで, 本研究では固体電解質として錯体水素化物 Na2BnHn(n=10, 12)に着目した. Na2B10H10 と
Na2B12H12はそれぞれ 380 K, 540 K 付近で構造相転移を起こし, それに伴いイオン伝導率が 10-3 S/cm
から 10-2 S/cm のオーダーまで上昇する[1, 2]. この高温相では現在の液体電解質に匹敵するイオン
伝導率(10-3 S/cm)を示す.  
目的 Na2BnHn を固体電解質へ応用するためには室温付近での高イオン伝導性が必要になる. そこ
で, 本研究では Na2BnHnに NaNH2を添加することで, 新規相の発現と室温でのイオン伝導率の向上
を目指す.  
実験方法・結果 試料は Na2BnHn と NaNH2 を所定のモル比で秤量し, メノウ乳鉢で混合した後 Ar
雰囲気下で 5 時間メカニカルミリングを行い, その後 Ar 雰囲気下で, 423 K で 12 時間または 523 
K で 10 時間熱処理することで合成した. 合成した試料は粉末 X 線回折・顕微レーザーラマン分光
測定・交流インピーダンス測定・熱分析より物質の結晶構造, イオン伝導率, 熱的安定性の評価を
行った.  
 Na2B12H12 と NaNH2 を 1:1 でミリングし, 熱処理した後の X 線回折測定と交流インピーダンス測
定の結果を図 1 と図 2 にそれぞれに示す. 交流インピーダンス測定から出発原料(Na2B12H12)と比べ
て室温付近でのイオン伝導率が 2 桁上昇することがわかった.  
 
